
ぐんまのプログラミング教育 中学校モデル校事業 授業改善研修会（２０２３．１１．２９）

中学校 技術・家庭（技術分野）

群馬県教育委員会事務局

義務教育課 教科指導係

指導主事 長谷部 秀樹
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１ 小中高の円滑な学びの接続を図る授業パッケージについて

２ 令和５年度学校教育の指針について
～技術分野で学びを深める授業改善のポイント～

３ 授業改善のポイントを、課題の設定にした理由

４ 授業改善のポイントを具現化するために
～本日の授業を基に～

本日の内容

本日のまとめ
〇技術の見方・考え方を働かせながら問題解決を行う姿を具体的に
イメージする

〇「発達の段階」、「問題解決能力の熟練度」等を踏まえ、学習活
動を計画する



小・中・高等学校のプログラミング教育の接続を円滑にするとともに、中学校技術分野「情報の技術」において
題材計画を改善し、プログラミングで自ら生活や社会の問題解決に取り組むことができる生徒の育成を目指す

事業の
目標

高等学校
中学校

モデル校

（単年度）

Ⅲ プログラミング教育の共通理解を図る研修会の実施（年３回）
（対象）中学校技術科教員 （内容）○有識者による講演会 ○公開授業 ○実践・研究の報告

「情報の技術」の授業において、学習内容や配当時間等が
確立されていない

小・中・高等学校でプログラミング教育が実施されている
ものの、小・中、中・高の学びの接続が十分でない

課題

小学校

Ⅰ 小・中、中・高の円滑な学びの接続を図る授業パッケージの提案 Ⅱ 問題解決的な学習の充実を図る「情報の技術」の題材計画
の提案

Ｒ５ モデル校及びモデル校区小学校で授業実践授業パッケージの完成
Ｒ６ 全県に授業パッケージを周知

Ｒ５ モデル校で｢Ｄ（２）｣の実践・研究題材計画の周知
Ｒ６ モデル校で｢Ｄ（３）｣の実践・研究題材計画の周知

※公開授業を年に1回行う

県教委

市町村
技術部会

市町村
教委

高校
情報
科
教員

長期
研修員

モデル校

チームによる
共同研究

円滑な接続

[授業パッケージ]
・小・中接続
【小】プログラミングを取り入れる5年生算数、6年生理科の単元の前に、プログラミング
の楽しさや面白さ、達成感などを味わえる授業

【中】「情報の技術」のオリエンテーションとして、プログラミング言語やプログラミングの
技能の基礎について確認する授業

・中・高の接続
【中】高校「情報Ⅰ」のテキストプログラミングに見通しをもたせる発展的な授業

各１時間

[追究する過程の学習活動の充実]
・生徒の必要感のある課題の設定
・構想図で表すことや試行する活動を重視した解決策の具体化
・生徒一人一人の課題解決に応じたプログラミング

「情報の技術」の指導計画の改善

１ 小中高の円滑な学びの接続を図る授業パッケージについて

円滑な接続
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１ 小中高の円滑な学びの接続を図る授業パッケージについて
【小学校での実践】 算数、理科のプログラミングを扱う単元の前に実施
【小５】（総合、1時間）「プログラミングの面白さを体験しよう」

5年生算数 単元「正多角形と円」
【小６】（総合、1時間）「センサを使って便利なプログラムをつくろう」

6年生理科 単元「電気と利用」

・プログラミングの楽しさ
・論理構造
順次 反復 分岐

【中学校での実践】 技術分野 Ⅾ情報の技術で実施
【中１】（情報（１）2/5時間）授業「簡単なチャットプログラムの制作」
【中２】（情報（２） 9時間）題材「AI技術を用いて、身の回りや地域の

問題を解決しよう」
【中３】（情報（３） 12時間）題材「計測・制御システムを応用して社会

の問題を解決しよう」
【中３】（情報（４）1/3時間）授業「プログラミングでシミュレーション

を体験しよう」

・プログラミングによる
問題解決

・論理構造
順次 反復 分岐 変数

【高等学校】 情報Ⅰ
情報社会の問題解決 コンピュータとプログラミング
情報通信ネットワークとデータの活用 コミュニケーションと情報

デザイン

・プログラミングによる
高度な問題解決

・論理構造
順次 反復 分岐 変数
代入 配列 4



２ 令和５年度 学校教育の指針（技術分野）について

各教科等で学びを深める授業改善のポイント

社会とのつながりを踏まえ、身近な生活
の中から技術に関わる問題を見いだし、
それに関する調査等に基づき、現状をさ
らに良くしたり、新しいものを生み出し
たりするために解決すべき課題を設定す
るようにしましょう。
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本題材では･･･

課題を設定する

問題を見いだして

制作の課題（個人）
相手が嫌な気持ちになるような文章は送
信できないようにしたいな。

本日の授業では、構想したプログラムを試行・試作する活動を通して、解
決策を具体化していった。

情報の技術を使って、友達と情報の
やりとりがすぐにできないかな。

題材の課題（全体）
安心・安全に情報の技術を運用するためには、情報

の技術を活用してチャットシステムをどのようにアッ
プデートしたらよいだろうか。
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３ 授業改善のポイントを、課題の設定にした理由

技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する実践的・
体験的な活動を通して、技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構
築する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

技術分野の目標

ここでいう「技術」とは・・
①技術の発達を主体的に支える力や
②技術革新を牽引する力
の素地となる、技術を評価、選択、管理・運用、改良、応用すること

中学校学習指導要領解説技術・家庭科編
「第２章第２節１技術分野の目標」P.18より
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①技術の発達を主体的に支える力
技術の発達をよりよい方向へと向

けるために必要な、技術が生活や社
会、環境等に与える影響を評価し、
適切に選択したり、管理・運用した
りすることのできる力

②技術革新を牽引する力
技術を活用して多様化する課題に

創造的に取り組んだり、多様な技術
を結び付けながら新たな価値を生み
出したりすることのできる力

中学校学習指導要領解説技術・家庭科編
「第２章第２節１技術分野の目標」P.18より

技術で育成を目指す資質・能力

・つくったのはいいけど、どん
な影響があるのかな？

・どんな運用ならば人にも環境
にも優しいのかな？

・こうしたら動くのかな？
・こんなものがあったら
いいな！

・こうしたらできるんじゃ
ないかな！
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技術で育成を目指す資質・能力

技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する実践
的・体験的な活動を通して、技術の発達を主体的に支える力と技術革新
を牽引する力の素地となる次の資質・能力を育成する。

生活や社会で利用され
ている材料加工、生物育
成、エネルギー変換及び
情報の技術についての基
礎的な理解、それらに係
る技能、技術と生活と社
会、環境との関わりにつ
いての理解、といった

知識及び理解

生活や社会の中から問
題を見いだして課題を設
定し、解決策を構想して
具体化し、評価・改善す
るなどの課題を解決する
力

思考力、判断力、
表現力等

よりよい生活の実現や
持続可能な社会の構築に
向けて、適切かつ誠実に
技術を工夫し創造しよう
とする実践的な態度

学びに向かう力、
人間性等

中学校学習指導要領解説技術・家庭科編
「第２章第２節１技術分野の目標」P.18を基に作成
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中学校学習指導要領解説技術・家庭科編
「第２章第２節２技術分野の内容構成」P.22より

生活や社会を
支える技術

技術による
問題の解決

社会の発展と
技術

※内容項目（１）が該当 ※内容項目（２）が該当
※内容D「情報の技術」は
（２）（３）

※内容項目（３）が該当
※内容D「情報の技術」は（４）

生活や社会で利用さ
れている技術から、
「技術による問題の
解決」を読み取る、
学ぶ

学校の施設や自分の
技能でできる範囲の
「技術による問題の
解決」を実体験する、
学ぶ

持続可能な社会を実
現する、社会におけ
る「技術による問題
の解決」に自分なり
に参画する、学ぶ

技術分野による問題の解決を繰り返す学習過程
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技術分野における課題

内容
項目

「指導と評価の一体化」で示された
各内容項目の指導時数例

全日本中学校技・家研究会全国アンケート調査
各内容項目の設定時間

Ａ(2) 12時間 10～12時間（20.7％）、13～15時間（20.1％）

Ｂ(2) 10時間 ４～６時間（45.7％）、１～３時間（28.8％）

Ｃ(2) 13時間 ４～６時間（31.2％）、７～９時間（26.7％）

Ｄ(2) 11時間 ４～６時間（42.5％）、７～９時間（30.5％）

Ｄ(3) 14時間 ４～６時間（40.8％）、７～９時価（26.7％）

『「指導と評価の一体化」※１に例示されている各内容項目の指導時数』と『全日本中学校技術・家
庭研究会全国アンケート調査※２』の比較

※１ 国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料中学校 技術・家庭」令和２年３月
※２ 全日本中学校技術・家庭研究会「全国アンケート調査（令和３年度の指導計画について）」令和３年11月公表

内容Ａ以外で、「課題の設定」、「技術に関する科学的な理解に基づいた設計・計
画」等の技術による問題の解決の時間が十分に設定されていないといった課題があ
ると推察される。
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技術分野の学習過程と、各内容の三つの要素及び項目の関係
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４ 授業改善のポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇技術の見方・考え方を働かせながら問題解決を行う姿を具体的に
イメージする

〇「発達の段階」、「問題解決能力の熟練度」等を踏まえ、学習活
動を計画する

技術分野の
問題解決的な学習の過程について

解決する問題の難易度の設定について
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４ 授業改善のポイントを具現化するために

技術分野の
問題解決的な学習の過程について

解決する問題の難易度の設定について

本日のまとめ
〇技術の見方・考え方を働かせながら問題解決を行う姿を具体的に
イメージする

〇「発達の段階」、「問題解決能力の熟練度」等を踏まえ、学習活
動を計画する
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はばプラⅡの学習過程

課題の解決（目標の達成）

題材の課題

学びの必要感

単位時間の学習

単位時間の学習

単位時間の学習

学びの実感

つ
か
む

追
究
す
る

ま
と
め
る

技術・家庭（技術分野）の学習過程

解決に向けた製作・制作・育成

成果の評価

【題材の課題】（全体）
＜題材の目標を達成するための問い＞

製作・制作・育成の課題（個人）

題材のまとめ

設計・計画
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技術・家庭（技術分野）の学習過程
はばプラⅡの学習過程

分野の目標(2)
生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、製作図等に表現し、試作等を通じて具体化し、実践を評価・改善するなど、
課題を解決する力を養う。

はばたく群馬の指導プランⅡの各過程を、
分野の目標と照らし合わせて具体的に確認
してみましょう。
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技術分野の「つかむ」過程
はばプラⅡの学習過程

分野の目標(2)
生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、製作図等に表現し、試作等を通じて具体化し、実践を評価・改善するなど、
課題を解決する力を養う。

「つかむ」過程の具体的な学習活動は、

○生活や社会の中から問題を見いだし、題材の課題
（全体）を設定する

※（１）の学習で気付いた、情報の「技術の見方・
考え方」を働かせる
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桐生市立中央中学校の「つかむ」過程

つ
か
む

校内でも、情報の技術を使って、友
達と情報のやりとりがすぐにできな
いかな。

問題を見いだして

情報の技術について調べる

群馬県
新型コロナウイルス
感染症ワクチン接種
予約システム より

世の中で実用化されているチャット
システムは、様々な目的で作られて
いるのだな。

題材の課題を設定する
安心・安全に情報の技術を運用するためには、情報の技術を活用してチャットシ

ステムをどのようにアップデートしたらよいだろうか。
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技術の見方・考え方

環境負荷

経済性

安全性

最適化された
技術

社会からの要求

「技術の見方・考え方」
生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、安全

性、環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化すること。
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最適化された技術

技術の見方・考え方

環境負荷

経済性

安全性

社会からの要求

「技術の見方・考え方」
生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、安全

性、環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化すること。

事故を起こさない
安全な車に！

価格と燃料費が
安い車に！

排気ガスの排出を
抑える車に！

乗り心地を
よくしたい！

相反する要求

折り合い

20



「見方・考え方」は、内容等によって重点の置き方が変わったり異なる視点を用いたりする場
合があるが、基本的には次のように整理した。生活や社会における事象を、技術との関わり
の視点で捉え、社会からの要求、安全性、環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化
すること

技術の見方・考え方

生徒の
ワークシート例

中学校学習指導要領解説技術・家庭科編「第１章２（２）改訂の要点」P.10より

社会からの要求 安全性

システム 情報の倫理・セキュリティ 21



技術分野の学習過程（「追究する」過程）
はばプラⅡの学習過程

分野の目標(2)
生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、製作図等に表現し、試作等を通じて具体化し、実践を評価・改善するなど、
課題を解決する力を養う。

「追究する」過程の具体的な学習活動は、

○各自で解決すべき課題を設定し、解決策を構想する

○実践的・体験的な活動を繰り返して、課題を解決する

試行・試作する 試行・試作した方法の評価・改善をする
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桐生市立中央中学校の「追究する」過程

追
究
す
る

課題設定

設計・計画

制作

評価・改善

制作（修正）

試
行
・
試
作
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各自の制作の課題を設定する
生徒の
ワークシート例

生徒が設定した制作の課題
・相手が嫌な気持ちになるような文章は送信できないようにしたい。
・なりすましを防止するためにパスワードを設定したい。
・使いすぎにならないように送信の回数や利用時間など、制限したい。
・送信したメッセージを音声で読み上げられるようにしたい。
・画像やイラストを送信したい。 など

技術の見方・考え方を働かせながら、自分の考えを整理する
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サンプルプログラムの活用

必要に応じて、参考となるプログラムを用意したり、あらかじめ教師が実装しておいたりす
るなど、課題の難易度が生徒の実態に即したものとなるように配慮する。

中学校学習指導要領解説技術・家庭科編「第１章２（２）改訂の要点」P.55より

Ｌｅｖｅｌ１ スプライトにしゃべらせよう！
Ｌｅｖｅｌ２ スプライトに入力した言葉を

しゃべらせよう！
Ｌｅｖｅｌ３ 「変数」を使ってしゃべらせよう！
Ｌｅｖｅｌ４ 別のスプライトと会話しよう
Ｌｅｖｅｌ５ メッシュ機能を使って、２台の

端末で通信しよう！
Ｌｅｖｅｌ６ メッシュ機能を使って、２台の

端末でチャットシステムを作ろう！

Ｌｅｖｅｌ７ チャットシステムのアップデート

教師が作成した生徒用テキスト

サンプルプログラム
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アクティビティ図の活用

課題の解決策を構想する際には、自分の考えを整理し、よりよい発想を生み出せるよう、ア
クティビティ図のような統一モデリング言語等を適切に用いることについて指導する。

中学校学習指導要領解説技術・家庭科編「第１章２（２）改訂の要点」P.55より

生徒が作成した
アクティビティ図例

生徒が作成した
プログラム例
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技術分野の学習過程（「まとめる」過程）
はばプラⅡの学習過程

分野の目標(３)
よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を工
夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

「まとめる」過程の具体的な学習活動は、

○利用者と開発者の両方の立場
から技術の将来展望について
の提言をまとめる

※「D 情報の技術」の「まと
める」過程については、
D（３）履修後に実施

題材の課題

課題の解決
（目標の達成）

・問いに対する個人
やグループの意見を
提言として発表させ
る。

整
合
性
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４ 授業改善のポイントを具現化するために

技術分野の
問題解決的な学習の過程について

解決する問題の難易度の設定について

本日のまとめ
〇技術の見方・考え方を働かせながら問題解決を行う姿を具体的に
イメージする

〇「発達の段階」、「問題解決能力の熟練度」等を踏まえ、学習活
動を計画する
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利便性、環境負荷、安全性などに関する問題を見いだす活動
中学校学習指導要領解説技術・家庭科編「第２章第２節３技術分野の内容」P.30より

A 材料と加工の技術
家庭生活や学校生活における材料に関わる身近な不便さについ

て考えたり、既存の製品の改善の余地を考えたり、自然環境の保
全や防災などに関わる社会的な問題について考えたり

①

② ③

D 情報の技術 D(2)
家庭生活や学校生活における情報の表現や交流に関わる身近な

不便さについて考えたり、既存のコンテンツの改善の余地を考え
たり

①

②

学習指導要領解説には、技術の利便性、環境負荷、安全性などに関する問題を見い
だす活動について、内容Aが３つ、Bが３つ、Cが３つ、D(2)が２つ、D(3）が３つ、
例示。
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中学校学習指導要領解説技術・家庭科編
「第２章第２節３技術分野の内容」P.25～より

利便性、環境負荷、安全性などに関する問題を見いだす活動

内容A（２） 内容B（２） 内容C（２） 内容D（２） 内容D（３）

既存の製品の改善の余
地を考えよう

現在の栽培の改善の余
地を考える

既存の電気製品や機械
製品の改善の余地を考
える

既存のコンテンツの改
善の余地を考える

既存の計測・制御シス
テムの改善の余地を考
える

家庭生活や学校生活に
おける材料に関わる身
近な不便さについて考
えよう

家庭生活や学校生活に
おける環境の整備につ
いて考える

家庭生活や学校生活に
おけるエネルギーの利
用に関わる身近な不便
さについて考える

家庭生活や学校生活に
おける情報の表現や交
流に関わる身近な不便
さについて考える

家庭生活や学校生活に
おける計測・制御に関
わる身近な不便さにつ
いて考える

自然環境の保全や防災
などに関わる社会的な
問題について考えよう

健康や食料生産、自然
環境の保全等に関わる
問題について考える

自然環境の保全や防災
等に関わる社会的な問
題について考える

自然環境の保全や防災
等に関わる社会的な問
題について考える

１年 ２年 ３年

易

難

学習指導要領解説の学習活動の例を参考に、生徒の実態に応じた学習活動を検討
する。
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生徒が見いだし解決する問題の難易度
中学校学習指導要領解説技術・家庭科編
「第２章第２節２技術分野の内容構成」P.24より

既存の技術を評価、選択、管理・運用することで解決できる問
題から、改良、応用しなければ解決できない問題へと、解決に必
要となる資質・能力の発達の視点から３学年間を見通して計画的
に設定するなど、各内容の履修の順序や配当する授業時数、及び
具体的な指導内容などについては、各学校において適切に定める
ことが大切である。
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生徒が見いだし解決する問題の難易度

難易度 活用の段階 「技術による問題の解決」の学習過程の例

１
（１年生前半）

選択
目的や条件を踏まえて適切なものを
選ぶ

学校の教室ロッカーの問題を見いだし、基本形の本立てを参考に、材
料や構造を選択して製作

２
（１年生後半）

管理・運用
その効果を発揮できるよう、適切な
状態に維持する、効果が発揮できる
ように適切に用いる

学校の圃場の環境の問題を見出し、収量の目標を達成するための課題
を設定し、適切な環境調節を維持する栽培計画を立て栽培

３
（２年生）

改良
技術の欠点を改める

災害時にエネルギー変換の技術を用いて解決する問題を見いだして課
題を設定し、基本形のスイッチと回路を改良した電気製品を製作

学校生活での問題を見いだして課題を設定し、解決する基本形を改良

したチャットプログラムの制作 ＝本題材

４
（３年生）

応用
本来の用途と異なる場面に用いる

社会の問題を見いだして課題を設定し、解決する計測・制御の技術を
応用したシステムのモデルの制作

中学校学習指導要領解説技術・家庭科編
「第２章第２節２技術分野の内容構成」P.24より

「技術による問題の解決」における「生徒が見いだし解決する問題」の難易度を、
３年間で徐々に上げていくよう適切に定める。
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技術分野における課題

内容
項目

「指導と評価の一体化」で示された
各内容項目の指導時数例

全日本中学校技・家研究会全国アンケート調査
各内容項目の設定時間

Ａ(2) 12時間 10～12時間（20.7％）、13～15時間（20.1％）

Ｂ(2) 10時間 ４～６時間（45.7％）、１～３時間（28.8％）

Ｃ(2) 13時間 ４～６時間（31.2％）、７～９時間（26.7％）

Ｄ(2) 11時間 ４～６時間（42.5％）、７～９時間（30.5％）

Ｄ(3) 14時間 ４～６時間（40.8％）、７～９時価（26.7％）

『「指導と評価の一体化」※１に例示されている各内容項目の指導時数』と『全日本中学校技術・家
庭研究会全国アンケート調査※２』の比較

※１ 国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料中学校 技術・家庭」令和２年３月
※２ 全日本中学校技術・家庭研究会「全国アンケート調査（令和３年度の指導計画について）」令和３年11月公表

内容Ａ以外で、「課題の設定」、「技術に関する科学的な理解に基づいた設計・計
画」等の技術による問題の解決の時間が十分に設定されていないといった課題があ
ると推察される。
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３年間で育成する設計・計画力の基本的な確認事項

１年 ２年 ３年

学習指導要領
及び解説に書
いている姿が
育つ

選択

難

易

管理・運用

改良

応用

１年 ２年 ３年

難

易

管理・運用

改良

応用

改良？
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４ 授業改善のポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇技術の見方・考え方を働かせながら問題解決を行う姿を具体的に
イメージする

〇「発達の段階」、「問題解決能力の熟練度」等を踏まえ、学習活
動を計画する
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